
数年前、ヨドコウ迎賓館を見学しました。山の緑とうまく調和した歴史を感じる建物でした。（西宮市・炭本さん）読者の声2024（令和6）年4月号2 HYOGO
05総P2-107A3

対象

自然災害や増加する特殊詐欺被害、自
転車等の交通事故など、安全安心を脅
かす事案について各分野で対策の充実
を図ります。

県民との情報共有を徹底し、財政運営上の課題の抜本的な見直しに向け検討を進めます。また、
ペーパーレス化の徹底、職員用パソコンのモバイル化、サテライトオフィスの活用など、新しい
働き方を推進します。

2025年に30年を迎える阪神・淡路大震災の経験や教
訓、これまでの被災地支援のノウハウを生かし、能登
半島地震の被災地のニーズに寄り添った支援を引き
続き実施しま
す。また、本県の
災害対応強化
のため、新たに
検討会を設置
するほか、南海
トラフ巨大地震
に備えた被害
想定の見直し
等も行います。

災害対応の充実強化

阪神・淡路大震災30年追悼式典等を開催予定。

「           」４つの柱２０２４（令和６）年度予算予算

県政改革の推進Ⅳ

安全安心に包まれる兵庫

※1 一部地域は県外医療機関を含む
※2 1クールは生殖補助医療開始から胚（はい）移植まで

【不妊治療の助成額】

本年度予算は4つの柱で編成しました。「個」の可能性を広げることにより、
地域の持続可能性を高める兵庫の新たなステージを目指します。

Ⅲ
産業、食、文化、スポーツなど多彩な
フィールドを持つ本県の強みを磨き、一
人一人が輝くフィールドを広げます。

万博に向けた仕上げの一年

有機農業に必要な知識・
技術を実践的なカリキュ
ラムに沿って習得できる
よう、県立農業大学校に
「経営として成り立つ有
機農業」を体系的に学ぶ
コースを新設します。

有機農業の取り組みの拡大

活躍の場が広がる兵庫Ⅱ
兵庫の成長・発展に向け、次の時代を担う
若い世代が抱える不安を取り除き、一人
一人が個の力を伸ばし、その力を存分に
発揮できる環境づくりに取り組みます。

兵庫の若者が学費負担への不安なく希望する教育を
受けることができるよう、奨学金返済支援制度の拡
充や県立大学の授業料等無償化、私立高校等の授業
料軽減を行い
ます。また、留
学支援により
日本の未来を
切り開く人材
を育成します。

教育の負担軽減

子どもを産み育てたいと願う人たちが安心して不妊
治療を受けられる体制を整備。経済的負担軽減のた
め、所得制限や回数制限のない保険適用外の先進医
療費助成などを行います。

不妊治療支援の充実

兵庫県立大学および
芸術文化観光専門職
大学について、県内在
住者の入学金・授業料
を、学部・大学院共に
所得にかかわらず段
階的に無償化します。

若者・Ｚ世代が輝く兵庫Ⅰ

県内医療機関※1で先進医療を受けた
43歳未満の県内在住の人

1回（1クール※2）当たり3万円助成額
補助上限額

自動録音機能付き電話機購入：1万円
外付け録音機購入：5,000円

対象

2025年大阪・関西万博を 県民が参加する万博 とする
ため、ひょうごフィールドパビリオンのコンテンツの磨
き上げや県民モニター事業の展開など、仕上げの一年
として取り組みを加速。万博会場「兵庫県ゾーン」や県
立美術館会場での展示制作の推進、ひょうごフィール
ドパビリオンを含めた周遊促進策の検討を進めます。

〝〝

全国の農業大学校有機農業専攻で唯一、学生が実
習用のほ場などを個別管理。実践的な栽培技術を
習得できます。

■

多様な流通・販売事業者等との連携による販売戦
略など、有機農業の経営に特化したカリキュラムで
学べます。

■

県内在住の
65歳以上の
高齢者

※1万円の機器購入の場合は全額県負担で実質無料化

高齢者に多い特殊詐
欺被害を防ぐため、
自動録音機能付き電
話機等の購入費の補
助を継続実施するほ
か、死亡事故防止に
向け交通安全教室を
通じた自転車ヘル
メットの着用促進な
どに取り組みます。

安心して暮らせる環境づくり

万一に備え、走行時には必ずヘルメットを着
用しましょう。

県立農業大学校の実習風景。

県立美術館会場の参加
型展示体験のイメージ。
フィールドパビリオンに関
する触って楽しめる展示
や、子どもが描く未来の兵
庫のプロジェクションマッ
ピングを予定しています。

「野生復帰したコウノトリ
が教える地域環境づくり」
など、地域の核となるプロ
グラムを プレミア・プロ
グラム として選定してい
ます。

〝
〝

※4・5面に「4つの柱」の重点施策を掲載しています

有機農業コースの特徴 ※2026年度開校に向け準備中

【自動録音機能付き電話機等購入の補助内容】


